





た。その際「4 × 3 の比治山力」＊ 2 と称する 12 個の汎用的な力を設定し、専門教育に取り組みつ
つも副産物として汎用的な力が育成されるとして、専門科目の GPA を「4 × 3 の比治山力」のうち、
いずれかの該当する能力にひも付けることによって、あたかも四葉のクローバの葉が開いていくよ






























たその段階は、多すぎても実用的ではなく通常 4 ～ 6 段階程度と思われる。＊表 1
表 1
易　　　　　　　　　　　　尺度　　　　　　　　　　　　難
観点 A ～できる ～できる ～できる ～できる
観点 B ～できる ～できる ～できる ～できる
観点 C ～できる ～できる ～できる ～できる























的に判断しており、例えば観点 2 が不十分でも、観点 8 が優れている場合は高く評価される可能性
がある。なぜならばデッサンにおいて観点 8 が最も重要で達成困難な課題だからである。また観点






















































































































































































































ケント紙１枚（バロンケント［本学売店で販売］）      ○水張りテープ［本学売店で販売］  

















































＊ 1　比治山大学ホームページ　https: / /www.hijiyama-u.ac.jp/campus_guide/ap/index.html
＊ 2　「4 × 3 の比治山力」とは、自立「情報収集力」「論理的思考力」「課題設定力」、想像「発想力」「企画・
計画力」「傾聴・受信力」、共生「コミュニケーション力」「チームワーク力」「自己省察力」、創造「創
造・表現力」「プレゼンテーション力」「イノベーション力」の 12 の汎用的能力のことを指す。




＊ 5　「美術科における作品評価の客観性について」比治山大学短期大学部紀要　第 40 号 p73 ～ 89
